
ファミリー･サポート･センターの充実 
 

県民生活･男女共同参画課 

これまでの取り組み 課題 今後の方向性 ※調整中 

1.新たなセンター
を開設する 

○香南市で「こうなんファミリー･サポート･センター」開設
（11月) 
○首長等訪問による働きかけ（9市町村13回訪問） 
○市町村担当者を対象に説明会開催（7月、11市町村参加） 

○ニーズが十分に顕在化していない（ファミリー･サポート･センターが知られ 
 ていない。） 
○事業の受け皿となる委託先（社会福祉協議会など）の確保が困難。 
 
○提供会員の自宅でお子さんを預かることへの不安や懸念を抱く声が多い。 
⇒市町村において実施に踏み切れていない状況 

○市町村が行うニーズ調査の支援 
 
○複数市町村による合同設置の提案 
 
○公民館などの公共施設を活用した預かり 
 実施の検討 

2.会員を増やす 

○県で制度周知及び会員募集のためのリーフレット作成（8月） 
○県で提供会員になるための研修開催（5～7月、45名（うちセ 
 ンター未設置市町村から20名）参加 
○香南市で研修の開催支援（８月､21名参加） 
 

○制度が知られておらず､参加者数が十分でない ○県で作成したリーフレットの効果的な配布 
 ＜配布先＞ 

 乳幼児健診会場、保育園、幼稚園等、放課後児童クラブ、
町内会、民生委員、量販店、シルバー人材センター(調整
中）等 

 
 

3.既存センターの
取組を拡充する 

○ファミリー･サポート･センターによる病児預かりの検討（セ 
 ンター設置市町村との協議） 
○先進県への視察（5月愛媛県松前町・岡山県総社市） 

○医療機関の連携体制の構築（病児預かりを実施するためには、預かりが可能 
 との医師の意見書や、緊急時に子どもを受け入れる協力医療機関の選定等が 
 必要。） 

○医師会（小児科医会）を通じた働きかけの 
 検討 

各センターの 
会員登録者数 
（H28.9現在） 

進捗状況 

提供会員 依頼会員 両方会員 計 

高知市 416名 803名 63名 1,282名 

佐川町 41名 30名 0名 71名 

香南市 14名 3名 1名 18名 

【資料４】 


